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〇＃7119は公明党！　～2024年11月、神奈川全県下で実施へ！
公明党の提唱により創設された小児救急電話相談を前身とする#7119事業
は、年間で最大36万件、１日約1,000 件の医療に係る相談を受け、市民の
皆さまの安心を支える事業として定着。いよいよ11月からは事業の枠組み
を神奈川県域へと拡大し、広く市民・県民の皆さまの安心を支えます。

〇災害情報の取得をサポート 
　～「よこはまテレビ・プッシュ」サービスがスタート
公明党は防災スピーカーの設置やアプリを活用した情
報発信など、災害時の逃げ遅れを無くすための取組を
推進。さらにスマホ操作が苦手な方への災害情報伝達
の強化を求めていましたが、このたび自宅のテレビを
使った新たなシステムの設置補助導入を実現しました。

急な病気やけがで救急車を呼ぶか、
医療機関を受診するか迷ったら・・・電話で相談！

▲ 詳しくは
コチラ

■ 初期費用 28,600円を横浜市が全額補助
■ 月額 550円で利用可能に

2004年 横浜市独自の救急電話相談創設を提唱
2006年 小児救急電話相談（いいナース 1174）創設
2016 年 「小児」から「全年齢」に対象拡大（1月）
 24 時間対応をスタート（6月）
2024 年 横浜→神奈川全県下へ実施エリアを拡大

連載第 109 回  横浜市会議員 たけのうち猛  


